
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

校庭の木々や花壇を見渡すと春の息吹が感じられ､空を見上げると気ぜわしく飛んでいる白鳥や雁の姿を目

にすることができます。間違いなく春はそこまでやってきています。 

令和７年度の本宮小学校もまとめの式「修了式や卒業式」の季節となりました。今更ながら、時がたつのは早い

ものだとしみじみと感じています。 

毎年、この時期になると実感することがあります。それは、子供たちの成長の跡です。 

子供たちは、この一年間、「ひとやものやこと」との関わりの中で「宝積」の心を深めてきました。また、学習や 

生活、行事などを通して、様々なことを学び、体験しながらできるようになったことやわかるようになったこと

が増えました。友達や地域などのよさに気付いたり発見したりしながら、心身ともに豊かに育ちました。 

これもひとえに、ご家庭や地域の皆様のご理解とご協力の賜物です。本当にありがとうございました。 

この成長を新しい学年や中学校の生活に一人一人つなげていってほしいと願っています。保護者の皆様に  

おかれましては、今年度同様、来年度も引き続きご理解ご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 
 
今、１年生から５年生までの代表の人に修了証書を手渡すことができ、校長先生はほっとした気持ちと嬉し
い気持ちで今ここに立っています。 
１年生から５年生まで４３２名の皆さん、修了おめでとうございます。 
早いもので最後の授業日、  ２００日目を迎えました。 
今年度は本宮小学校にとっても皆さんにとってもそして校長先生にとっても１５１年目という新たな年に  
期待を込めて、様々なことを頑張りました。 
 
春、今年も天候に恵まれた大運動会。校庭いっぱいに紅組 白組の応援が響き渡り、太鼓のリズムに合わ
せ、さんさの花が校庭いっぱいに咲きました。 
夏、ジリジリ暑い夏。ときには、３８度という暑さに焦げてしまいそうな夏。その暑さの合間を縫って水と友だち
になったプール学習。 
秋、月１回の音楽朝会のまとめの会「音楽集会」では、各学年やクラスで取り組んできた歌声を披露しまし
た。素敵な歌声が体育館中に響き渡りおうちの方も感動しました。 
そして冬、ありがとうの心をいっぱい込めて行われた『六年生を送る会』それぞれの学年が工夫とユーモア
と思いを込めて披露した発表に体育館じゅうが温かい心で満たされました。楽しかったな・・・。 
 
こうして振り返ると皆さんが輝いて学び、生活してきた姿はあげればきりがありません。 
皆さんは、今年度だけの、今年度しかできない特別なことを一生懸命取り組んで成功させてきました。 
校長先生は、その一つ一つを思い出すだけで、感動がよみがえってきます。 

 
そしてまた春がやってきました。校長室の前にある宝積桜は満開です。いったいいくつの花が咲いていると
思いますか。１年生のあさひさんとさきさんが校長室にやってきて、「お花の数をかぞえたよ。111輪有ります」
と教えてくれました。それから増えて今では１４１輪の花が咲いています。 
皆さんがいつも大切にしている宝積の心が宝積桜の花を一輪、また一輪と咲かせてきました。 
このかけがえない宝積桜の木が今では、皆さんの心の中にすくすくと育っているのがとても嬉しいです。 
校長先生は思います。 
本宮小学校の子供たちはすごいな。 
本宮小学校の先生方はすごいな。 
本宮小学校ってすごくて、よい学校です。 

 
こうして皆さんと２００日間一緒に生活し、学ぶことができて本当によかった・・・  ありがとう。 

 
来月４月からは新しい学年に進級です。 
それまでの間、健康と安全に気をつけ、よい春休みを過ごしましょう。 

～以下、修了式の話～ 

 

～もりもり勉強 とっても元気 みんな仲良し やろうよ宝積～ 

本 宮 日 記 
校訓 「宝積

ほうじゃく

」 ～人に尽くして見返りを求めない～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～花ことば～

６年生が１年生に行って

い る ふれあい活動 。 

朝、休み時間、給食時

間 、 そ う じ 時間など 

様々な時間に進んで行っ

ている姿がすばらしい。 

玄関前のフラワーポット

（私）にいつも優しく水

をかけてくれるあなた。

ありがとう。きっときれ

いな花を咲かせます。 

風が強い日も穏やかな日

も毎朝昇降口前の『落葉

掃き』を行っているあなた。

毎日続けていること、一人

でも実行していること、 

その姿が宝積桜の花その

ものです！ 

冬休みの活動日に、

金管バンドクラブの 

人が雪かきをしてくれ

ていました。 

休みの日でも誰かの

ために行動できる心

が素敵です。 

ありがとう。 

低・中学年の人の中で、早朝から落ち葉

掃きに取り組んでいる人がいる。 

やり方を教えるとどんどん上手になる！ 

上手になるともっとやりたくなる。 

学校がきれいになる。気持ちがいい！ 

みんなの宝積の心がすくすく育ってい

く。よい取り組みが伝染していく。 

本小の朝は今日も気持ちいいな！！ 

あおぞら学級のみなさん。   

あおぞら発表会でできるように

なったことやがんばったことの 

発表がすてきでしたよ。発表し

たお友達への応援や拍手もたく

さんできました。心があたたか

くなりました。 

急な雨が窓から吹き込んで、

廊下の床がびしょ濡れになっ

た時、さっと雑巾を取って、 

きれいに拭いてくれました。

みんながすべってころばない

ように・・・。 

すてきなやさしさありがとう。 

６年生の〇〇さん。 

雪や水で濡れた玄関前廊下

をいつもモップで拭いていま

した。 

誰かに言われてではなく、   

自分から…しかも全校分…  

しかも毎日…私も見習いたい

と思います。 

泣いて登校してきた１年生

にそっと歩み寄り、「一緒に

行こう。大丈夫だよ！」と

声をかけたあなた。    

ありがとう。 

さりげないその優しさ！ 

素敵です。 

５年生の林間学校の日、    

玄関の掃き掃除をしてくれた 

人たちがいました。 

重い荷物を背負って長靴を履き

ながら一生懸命働くその姿、 

まさに宝積でした。 

心が育っている５年生さん、 

これからも活躍が楽しみです。 

～１４０輪から一部を紹介します～ 


